


















































































































































































































































あたり 10 kg を超えます。カゼインタンパク質を食べさせ
るラットも大豆タンパク質を食べさせるラットと同数飼育
します。この実験では 4グループ，32 匹でおこないまし
たので，350 kg 位の飼料を自作しました。食べれば，排
泄物が出ますので，定期的に飼育ケージ（ラットの居室）
の洗浄と消毒に関わる作業が発生します。体重の測定もお
こないました。これほどの作業を投入した実験がうまくい
ったかどうかは，すべての分析が終わってみないとわかり
ません。期待した結果が出なかった場合は，2年間の苦労
が水の泡です。で，実際はどうかというと，なかなかうま
くいきませんでした。それは，加齢が進んで 20 ヶ月齢を
超えたあたりから，腎臓病やガンの発症など健康状態の個
体差が大きくなります。その結果，測定値のばらつきが大
きくなり，明確な結果（有意差がでるといいます）が得られ
にくくなるからです。死亡する個体も増えてきます。この
ように老化のプロセスを辿る研究は答えが出るまでに長い
時間と多額の費用を必要とするのです。
一方，老化した個体を用いる老化研究もあります。老化
した動物の身体の中で何が起こっているかを観察するもの
です。例えば，24 ヶ月齢以上の加齢ラットを用いて食餌
条件と疾病発症や生理機能との関係を研究することになり
ます。長期間にわたる飼育やエサ作りなどが必要ではない
ため，効率的な研究と言えます。しかも，“年をとったら
○△を食べると良い” というわかりやすい成果が得られま
す。このように食事の内容がラットの健康状態や寿命に影
響することは，私たちの研究も含め，多数報告されています。
（3）　昭和女子大学での研究
管理栄養学科は卒業研究が必修科目になっています。毎
年数名の学生が私の研究室に入室し，それぞれが仮説を構
築し，仮説証明のための研究をおこないます。研究室に入
室してきた学生が卒業研究に情熱を燃やし満足できる研究
をどのように提供するかについては，私にとって悩ましく
も楽しいイベントになっています。
学生は毎年新たな課題を見つけてきます。セミナーをお
こなって一緒に勉強を重ね，仮説の証明に取り組みます。
私の知らない代謝系を持ち込んでくることもあります。こ
─（55）─
のような，学生から受ける刺激は研究所時代にはなかった
賜り物と感謝しています。
研究所在籍中に取り組んでいた「大豆イソフラボンによ
る骨代謝調節に関する研究」を本学で継続し，学生の力を
借りながら，一定の成果を上げてきました。現在も，取り
扱う食品成分を変えながら，食品成分による遺伝子発現レ
ベルの調節を介した疾病抑制あるいは健康維持・増進を目
的とした研究を継続しています。
4．食べものはシグナルだ！
大学院生時代に漠然と抱いていた「栄養条件は生体膜の
透過性を変える」を，分子生物学的手法の普及（費用が安
くなった）によって，証明できるようになりました。
食べものに含まれる生理活性物質によって，直接的ある
いは間接的に受容体（情報伝達装置）の機能や膜の透過性
が変化し，細胞の機能が調節されることが確認されていま
す。細胞機能の変化は，臓器・組織レベルでの機能変化を
引き起こし，最終的に個体レベルでの健康維持や疾病発症
リスクの低減に結びつきます。食べものは，身体の機能を
調節する情報伝達物質，すなわちシグナル！として機能す
るのです。適切な量と組み合わせとバランスを保った食事
によって，健康長寿を全うすることができるのです。
余談ですが，食べる量を減らす「食事制限」によって
「寿命が延びる」ことがラット・マウス，線虫などで確認
されています。その理由については議論が続いており一致
した見解は得られていませんが，老化や生活習慣病の発症
と関係している遺伝子の働きが食事制限によって変わるこ
とが報告されています。食べものは，おそらく直接的に，
寿命にも影響するのです。
（えびさわ　ひでみち　　管理栄養学科）
細胞膜のはたらきを理解する
ａ）水と油（脂質）は混じり合わないし，溶けません。
ｂ）細胞は，細胞膜と呼ばれる脂質でつくられた膜に覆われています。
　　そのため，水溶性の栄養成分や生理活性物質は，細胞膜を通過できません。
ｃ）栄養成分の多くは水溶性なので，細胞膜を通過できないと困ります。
ｄ）そこで，水溶性の物質が通り抜ける「出入り口」が細胞膜に配置されています。
ｅ）これらは，トランスポーター，チャネル，ポンプなどと呼ばれます。
ｆ）一方，細胞膜には，受容体と呼ばれる情報伝達装置も存在します。
ｇ）受容体は，細胞外からの情報（シグナル）を細胞内に伝えます。
ｈ）代表的なシグナル物質はホルモンです。
ｉ）受容体に結合して，細胞の機能を調節する食品成分が多数確認されています。
ｊ）受容体は細胞の中にも存在しています。遺伝子の働きをON/OFFしています。
栄養成分の性質
栄養成分には水に溶ける性質のもの（水溶性）と
脂質に溶ける性質のもの（脂溶性）とがあり，
消化管での吸収経路や体内での輸送方式が異なります。
　　水溶性：タンパク質・アミノ酸，炭水化物，
　　　　　　ミネラル，ビタミンの一部，（水）
　　脂溶性：脂質，ビタミンの一部
※水溶性の栄養素は細胞膜を通過できません
